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■お問い合わせ先  富岡消防署　 22－2119　楢葉分署　 25－2119　川内出張所 　38－2119 

平成23年5月31日まで 残り882日
（平成21年2月1日現在）

住宅用火災警報機住宅用火災警報機住宅用防災機器住宅用防災機器の普及促進普及促進 住宅用火災警報機

災害が発生したとき、災害時要援護者の
方々には消防隊が到着するまで近隣地域の
方々による援護が必要です。
日頃から消防団等の地域の防災リーダー

との連携を図るとともに、町会・自治会、
防災市民組織、事業所等をはじめ、民生委員、
ボランティア組織等が中心となり、災害時
に援護を必要とする方々を支えあう地域ぐ
るみの協力体制づくりを推進しましょう。

◆日頃から近隣の人々との交流を通じて地域の防災対策を
考え、災害時に適切な行動がとれるようにしましょう。　
◆地域の自主防災組織や近隣の事業所等との連携を積極的
に進めるとともに、普段から訓練を行い、「自分たちのまち
は自分たちで守る」という意識を持って、地域の人々が協
力し合って災害に立ち向かえる体制を充実させましょう。　　
◆「消防のふれあいネットワークづくり」をスローガンに、
災害時に援護を必要とする方々に対して、近隣の方の協
力や支援により、「安心して暮らせる環境づくり、まちづ
くり」を進めましょう。

　突然、大切な家族や同僚が倒れたと

きあなたはどうしますか？

　救急車はすぐには皆様のもとへ行く

ことは出来ません。

　脳は、呼吸や心臓が止まって無酸素

の状態になると約3～4分で脳細胞が死

んでしまいます。そのため、無酸素の

時間を作らないことが重要なのです。

　救命処置として、心肺蘇生やAED

（自動体外式除細動器）の実技講習を開

催しています。いざという時のために

救命処置を身につけましょう。

　詳しくは、楢葉分署救急係　25－
2119までお問い合わせください。

　高齢者や障害者など災害時に手助けが必要な方（災害時要援護者）がいます。こうした
方々は、災害時に、自力避難が難しく、避難が遅れることが考えられます。
　災害時要援護者を地域が一体となって、協力・支援できる体制づくりを進めましょう。

3つの習慣

住宅用消火器
　住宅用消火器は粉末消火器と強化液消火器の2種
類があり、通常の消火器より軽くて小さく、女性や
お年寄りなど誰にでも使いやすく、消火器本体の色
も黒や白など様々な色があります。
点検の必要はありませんが、本体に使用期限等が表
示されていますので、期限が過ぎた消火器は交換し
ましょう。また、ゴミとして出すことはできません
ので、必ず購入した業者などに持ち込み処理を依頼
してください。

　平成20年の楢葉分署の救急出場件数は549件で491名の方を搬送
しました。前年より39件（6.6％）66人（11.8％）の減少です。
　このうち、広野町は161件、142人が病院搬送され、平成19年に
比較し25件34人の減少でした。広野町における救急活動状況をグラ
フに示しましたので参考にお願いします。
　
救急車はけが人や病人に対し救命処置を施し病院に搬
送する大切な車両です。
緊急時にいつでも使えるよう適切な利用に心がけましょう。

富岡消防署楢葉分署からのお願い

富岡消防署

救急車の適正利用について 普通救命講習
受講について

住宅火災から高齢者などの災害時要援護者を守ろう

消防消防のふれあいネットワークづくりふれあいネットワークづくりを充実させよう充実させよう消防のふれあいネットワークづくりを充実させよう

住宅用防災機器の普及促進

広野町における
救急出場状況

交通
21件（13%） 労働災害

2件（1%）

一般負傷
17件（11%）

運動競技
2件（1%）

急病
105件
（66%）

その他
2件（1%）転院搬送

12件（7%）

　一般住宅の寝室等に住宅用火災警
報器を平成23年5月31日までに設置
することが定められています。
　皆さんの家族を火災から守るために早期設置に努
めて下さい。また、不適正な訪問販売に注意してく
ださい。


	11
	10

